
 

2019 年神奈川県議会第 1 回定例会が 2 月 13 日

から始まりました。

今度の議会は、県会議員としての 4 年任期の最

後の議会となります。また、2019 年度の予算を

審議する議会です。

知事選挙が 3 月 21 日告示となるため、例年の

予算議会よりも短縮した日程となっています。

日程は以下の通りですので、ぜひ傍聴をお願い

いたします。

知事が 2 月 8 日に発表した 2019 年度予算案で

は、10 月に予定されている消費税の増税の影響

が出ており、市民・県民の生活はますます厳しく

なることが見込まれます。

予算案は、県知事挙があることから骨格予算と

し、次の知事の政策的経費として約 50 億円を留

保し、予算計上していません。

一般会計予算は 1兆 8299 億 1200 万円です。こ

の予算を、県民の暮らし、福祉、子育て支援、社

会保障など、県民生活を支える予算に切り替える

ために、予算議会でしっかりと論議を交わしたい

と思います。

2月 20 日に日本共産党神奈川県議会議員団を代

表して、知事に質問をしました。

質問した内容は、消費税増税の影響について、

財政運営の改善について、医療費助成制度の拡充

について、国民健康保険の保険料を下げるための

取り組みについて、水道事業の広域化・民営化を

促進しないことについてなどです。
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2/13(水) 議会運営委員会 10 時半～

本会議 知事提案説明 13 時～

2/18(月) 本会議 代表質問 1日目 13 時～

2/19(火) 本会議 代表質問 2日目 13 時～

2/20(水) 本会議 代表質問 3日目 13 時～

2/22(金) 本会議 一般質問 1日目 10 時半～

2/25(月) 本会議 一般質問 2日目 13 時～

2/26(火) 議会運営委員会 10 時半～

本会議 一般質問 3日目 13 時～

2/28(木) 全常任委員会 10 時半～

3/1(金) 総務政策、防災警察 10 時半～

国際文化観光・スポーツ、環境農政

3/4(月) 厚生、産業労働 10 時半～

建設・企業、文教

3/6(水) 特別委員会 10 時半～

3/8、11 予算委員会 10 時半～

3/12(火) 全常任委員会 10 時半～

3/14(木) 議会運営委員会 10 時半～

3/15(金) 議会運営委員会 10 時半～

本会議 議案の採決 13 時～

※ 日程はすべて予定です。詳しくは議会局まで。

第１回定例会の主な日程

県議会第１回定例会が開会



国民健康保険は、昨年 4月から制度が改定され、

県が財政運営の責任主体となりました。そのため

市町村の保険料に変化がありました。

県内では、保険料が上がったのは 11 市町、下

がったのは 10 市町、据え置きとなったのは 12 市

町村でした。県内全体でみると一人当たり約 2 ％

の引き上げという状況です。

国保は年金や非正規労働者などの低所得者が多

く、加入者一人あたりの平均保険料は、政府の試

算でも、中小企業の労働者が加入する協会けんぽ

の 1,3 倍、大企業の労働者が加入する組合健保の

1,7 倍という水準です。

県内の市町村の比較では、以下のようになって

います。

全国知事会は、国保料を「協会けんぽの保険料

並み」に引き下げるためには「1 兆円の公費負担

増」が必要と訴えています。

国保料が、協会けんぽなどの被用者保険と比べ

て、著しく高くなる大きな要因は、国保にしかな

い「均等割」「平等割」という保険料算定です。

「均等割」は、所得によって軽減措置はあります

が、所得がなくても世帯の人数によって賦課され

るものです。「平等割」は、各世帯に定額でかか

るものです。

この 2つの算定方式を廃止することが必要です。

廃止を国に求めるよう知事に迫りました。

共産党県議団の試算では、「均等割」「平等割」

をなくせば、市町村によってばらつきはあります

が、ほぼ協会けんぽの保険料水準と同レベルにな

ります。

そして、国が「均等割」「平等割」の廃止をす

るまで、県独自の「均等割」「平等割」の減免対

策を市町村と協調して進めることが必要と求めま

した。

報道によれば、2016 年には、軍属の男性が大

麻を所持していたとして横浜市内で逮捕され、有

罪判決。

2017 年には、米海軍横須賀基地に勤務する軍

属の家族が大麻を密輸したとして有罪判決。

2018 年には、横須賀基地所属の軍人 10 人以上

が麻薬の密輸などにかかわり、県警は米軍人ひと

りを書類送検。この事件では、調達役だったと見

られるロナルド・レーガン乗組員は基地の外に住

んでおり、自宅からは麻薬とは別に、危険ドラッ

グなども見つかり、インターネットで日本人と売

買していた可能性もあるとのことです。

2018 年 8 月には、米海軍横須賀基地内で 18 歳

のアメリカ国籍の大学生が高校生 5 人に大麻を譲

り渡したとして、大学生と高校生 5人が書類送検。

さらに、2018 年 11 月には、原子力空母ロナル

ド・レーガンの乗組員 15 人が薬物使用の疑いで

米海軍犯罪捜査局の捜査を受けていると報道され、

その内 14 人が原子炉にかかわる部門に所属して

いたとのことです。

この事態を見過ごすことは到底できません。

米軍関係者による薬物事件が相次いでいること

に対して文書による抗議と再発防止、教育の徹底

などを国と米軍に要請するよう知事に迫りました。

しんやの議会報告・1期目第43号 発行・日本共産党神奈川県議団 連絡先・神奈川県庁内日本共産党控室・℡045-210-7882 2019年2月20日発行

国民健康保険料の引下げを

均等割・平等割の廃止を

米軍関係者の薬物事件が多発


